
令和 6年度 名古屋市教育委員会 報告第 6号

（令和 6年 9月 2日提出 博物館総務課）

博物館耐震改修その他工事の工事請負契約の締結について 

（２億円以上６億円未満） 

契約の目的 博物館における耐震改修等 

施 工 場 所 名古屋市瑞穂区瑞穂通１丁目２７番地の１ 

契約の内容 建築工事一式 

契 約 方 法 
随意契約 

（地方自治法施行令第１６７条の２第１項第５号） 

契 約 率 １００％ 

契 約 金 額 ５３８，８１５，２００円 

予 定 価 格 ５３８，８１５，２００円 

契約の相手方   滝藤建設株式会社 代表取締役 滝 和弘 

契約年月日  令和６年７月２２日 



【参考資料】博物館リニューアル改修工事のスケジュール
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【参考資料】 

博物館耐震改修その他工事の工事請負契約の締結について 

１ 経緯 

５月２８日 総合評価落札方式により公告 

（※工事請負のため予定価格を事前公表） 

６月１８日 応札者なしにより不調 

６月１９日～ 

  ・緊急随意契約に向けて、入札時の参加資格として求めた施工実績を満た

し、かつ、名古屋市との契約実績を有する３７者に対して見積依頼 

  ・その内、１者が見積提出（他は、人員不足を理由に見積辞退） 

７月１６日 見積が予定価格内のため、落札候補者に決定 

７月２２日 契約締結 

２ 緊急随意契約をする理由 

・建築資材からは様々な化学物質が放出し、例えば新設した壁（コンクリー

ト壁）から放出されるアンモニアは博物館資料に悪影響を及ぼす。博物館

を改修し再開するにあたっては、文化庁の指針により、放出された化学物

質を換気し博物館資料の展示・収蔵に望ましい濃度まで下げる「枯らし期

間」を二夏分設ける必要がある。 

・令和 8年 9月～10月に開催されるアジア・アジアパラ競技大会を契機に、

歴史・文化などの名古屋の魅力を国内外に発信する役割を担い、現在、大

会の開催に合わせた特別展の準備を進めているところであり、国外の博物

館とも協力関係にある。 

・再度の入札を行い工事が遅延して特別展が開催できない場合、本市の魅力

発信の場を喪失するだけでなく、国内外の関係者からの信頼を失うことに

より今後の展覧会誘致活動への支障も生じることとなり、博物館の責務で

ある教育、学術及び文化の発展に寄与する活動に重大な影響を及ぼすこと

となるため。 


